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はじめに

Oracle Business Intelligence Foundation Suiteは、レポート、非定型問合せ、OLAP、ダッシュボード、スコアカード、What-If分析など、すべてのエンタープライズのビジネス・インテリジェンス・ニーズを満たす、完全かつオープンな統合ソリューションです。Oracle Business Intelligence Foundation Suiteには、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionが含まれます。

Oracle Business Intelligence Enterprise Edition (Oracle BI EE)は包括的な一連のエンタープライズ・ビジネス・インテリジェンス・ツールおよびインフラストラクチャであり、拡張性のある効率的な問合せおよび分析サーバー、非定型の問合せおよび分析ツール、インタラクティブ・ダッシュボード、プロアクティブ・インテリジェンスとアラート、エンタープライズ・レポート・エンジンなどが含まれます。

このガイドには、Oracle BI Mobileを使用してiPadからデータにアクセスし、そのデータを解析、共有することによってアクショナブル・インテリジェンスの考察やクリティカルでタイムリーなビジネス上の決定を実現するための情報が記載されています。


対象読者

このドキュメントは、Oracle Business Intelligence Mobileを使用して、クリティカルでタイムリなビジネス上の決定を行うためのデータを構成して提示するユーザー(中間層管理者、レポート・スペシャリスト、部門レポータ、情報コンシューマなど)を対象としています。(このガイドでは、レポート・スペシャリストと部門レポータをまとめてコンテンツ・デザイナと呼び、情報コンシューマをエンド・ユーザーと呼びます。)


ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクル社のアクセシビリティへの取組みの詳細は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

Oracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoまたはhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs (聴覚障害者向け)を参照してください。


関連ドキュメント

Oracle Business Intelligenceの関連ドキュメントの一覧は、Oracle Business Intelligenceのドキュメント・ライブラリを参照してください。

次の関連ドキュメントも参照してください。

	
ご使用のプラットフォームに応じた『Oracle Fusion Middlewareリリース・ノート』の「Oracle Business Intelligence」の章


	
Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイド




また、Oracle Business Intelligence関連のオンライン・トレーニング・リソースについては、Oracle Learning Libraryにアクセスしてください。


表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック体

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。













Oracle Business Intelligence Mobileユーザー向けの新機能

この序章では、Oracle Business Intelligence Mobile 11gリリース1(11.1.1)の新機能とアップグレードに関して考慮事項について説明します。

この序章には、次のトピックが含まれています。

	
Oracle BI Mobile 11gリリース1(11.1.1.6)の新機能


	
Oracle BI Mobile 11gリリース1(11.1.1.5)の新機能





Oracle BI Mobile 11gリリース1(11.1.1.6)の新機能

この項では、Oracle BI EE 11g リリース 1 (11.1.1.6)の新機能を説明します。内容は次のとおりです。

	
Oracle BI Mobile 11gリリース1(11.1.1.6.2)の新機能


	
Oracle BI Mobile 11gリリース1(11.1.1.6.0)の新機能





Oracle BI Mobile 11gリリース1(11.1.1.6.2)の新機能

Oracle Business Intelligence Mobileリリース11.1.1.6.2には、ユーザー操作、インタラクティブなグラフやゲージ、ローカルに保存したBIコンテンツの利用、マップ・ビュー、プロンプトの使用を含む、多くの新機能が組み込まれています。

このリリースでは、次の分野のエンドユーザー機能が拡張されています。

	
コンテンツの起動パッドとして機能する「ホーム」ページ(「最近」、「お気に入り」、「ダッシュボード」、「ローカル・コンテンツ」「検索」へのアクセス)。「Oracle BI Mobileアプリケーションの画面構成」を参照してください。


	
カルーセル・スタイル表示(「最近」および「お気に入り」の場合)。「カルーセル・スタイル表示およびリスト・スタイル表示のナビゲート」を参照してください。


	
リスト・スタイル表示。「カルーセル・スタイル表示およびリスト・スタイル表示のナビゲート」を参照してください。


	
「ホーム」ページ上のダッシュボード・エクスプローラ(サムネイルのリスト)。ダッシュボードのカタログのナビゲートが可能になります。「iPad上でのOracle BIプレゼンテーション・カタログおよびBIコンテンツのナビゲート」を参照してください。


	
カタログ・ナビゲーション。「iPad上でのOracle BIプレゼンテーション・カタログおよびBIコンテンツのナビゲート」を参照してください。


	
ツールバーおよび「前」アイコン。「「前」アイコンの操作」を参照してください。


	
「モバイルURL」を使用したアプリケーションの起動。電子メールまたは他のアプリケーション(Oracle WebCenterなど)からアプリケーションを起動します。「モバイルURLからのMobileアプリケーションの起動」を参照してください。


	
1つ以上のサーバーをURL経由のサーバー・プロビジョニングで使用するOracle BI Mobileアプリケーションのシード。「URL経由のサーバー・プロビジョニング」を参照してください。


	
マルチタスク。他のiPadアプリケーションと切り替えた場合にOracle BI Mobileアプリケーションの状態が保持されます。Oracle BI Mobileに再度切り替えると、アプリケーションから離れたときの画面に直接戻ります。「Oracle BI Mobileと他のiPadアプリケーション間での切り替え」を参照してください。


	
表、ピボット表およびトレリス・ビューのナビゲートに対応したタップ・アンド・ホールドが可能なタッチ操作。この機能拡張により、デスクトップ・アプリケーションの右クリック・メニュー・オプションをBI Mobileアプリケーションで使用できます。「表、ピボット表およびトレリス・ビューの操作」を参照してください。


	
グラフのインタラクティブな操作。「グラフの操作」を参照してください。


	
トレリス・ビュー。「表、ピボット表およびトレリス・ビューの操作」を参照してください。


	
BI Mobileのお気に入りとデスクトップのお気に入りの同期。「Mobileのお気に入りとデスクトップのお気に入りの同期」を参照してください。


	
ブリーフィング・ブックの表示および操作のサポート。「ブリーフィング・ブックの使用」を参照してください。


	
アラート。「アラートおよびエージェントの操作」を参照してください。


	
検索。「検索の実行」を参照してください。


	
スコアカード。KPIウォッチリスト、スマート・ウォッチリスト、カスタム・ビュー、戦略マップ、戦略ツリー、戦略ホイール、原因と結果マップを含むスコアカード・ビューがダッシュボード・ページに埋め込まれている場合、それらのコンテンツを完全にインタラクティブな図や表形式で表示できます。カタログから参照されるスコアカード・ビュー(ダッシュボード上のものではない)は、簡略化され、iPad用に最適化された表形式で表示されます。「スコアカードのコンテンツの操作」を参照してください。


	
マップ・ビュー。「マップ・ビューの操作」を参照してください。


	
BIコンテンツの無線を使用した印刷。「BIコンテンツの印刷」を参照してください。


	
リッチテキスト形式の電子メールのサポート(添付ファイルおよびコンテンツの埋込み)。2つのタイプのURLを電子メールに埋め込むことができます。1つは、デスクトップ・ブラウザでBIコンテンツを起動する通常のURL、もう1つは、BI MobileアプリケーションでBIコンテンツを起動するURLです)。「電子メールによるBIコンテンツの送信」を参照してください。


	
プロンプトの新しいレイアウト。ダッシュボード・プロンプトの主要なサブセットが再設計され、タッチ操作用のプロンプトが最適化されました。「プロンプトの操作」を参照してください。


	
ダッシュボード・プロンプト・バー。「プロンプトの操作」を参照してください。


	
これまでの静的なグラフがインタラクティブなグラフになりました。これにより、ジェスチャーによる操作が可能になりました。「グラフの操作」を参照してください。


	
デバイス・メモリー上のローカルに保存されたオフラインのコンテンツに対する必要に応じたデータのリフレッシュ。「コンテンツのローカルへの保存」を参照してください。


	
保存済ローカル・コンテンツに対してインターネット接続を使用せずにアクセスするためのオフライン・モード。「ローカル・コンテンツの表示」を参照してください。





Oracle BI Mobile 11gリリース1(11.1.1.6.0)の新機能

Oracle Business Intelligence Mobileのリリース11.1.1.6.0には新機能はありません。


Oracle BI Mobile 11gリリース1(11.1.1.5)の新機能

Oracle Business Intelligence Enterprise Editionリリース11.1.1.5では、Oracle Business Intelligence Mobileが導入されました。Oracle BI Mobileには多くの新機能が含まれます。次に代表的なものを示します。

	
Apple iPhoneおよびApple iPadに対するプラットフォーム・サポート。


	
BIコンテンツは、コンテンツを再設計することなく、モバイル表示用に最適化され、iPad上でただちに利用できます。


	
次のBI EEオブジェクトに対するサポート: ダッシュボード、分析、BI Publisherレポート、スコアカードおよびエージェントから配信されたコンテンツ。


	
分析とダッシュボードでは、Oracle BI Mobileアプリケーションはすべての分析アクション(ドリル、アクション・リンク、プロンプトなど)を提供します。


	
BI Publisherについては、サポートするアクションはデスクトップの場合と同じです(出力タイプに基づきます)。


	
スコアカードでは、Oracle BI Mobileアプリケーションは分析アクションのサブセットを提供します。










1 Oracle Business Intelligence Mobileの概要


この章では、Apple社のiPad向けアプリケーション、Oracle Business Intelligence Mobileについて説明します。この章では、次の項目について説明します。

	
Oracle Business Intelligence Mobileを使用して実行可能な操作


	
Oracle Business Intelligence Mobileを使用して表示可能なBIコンテンツ


	
BIコンテンツのローカライゼーション






Oracle Business Intelligence Mobileを使用して実行可能な操作

Oracle Business Intelligence Mobileを使用すると、Apple社のiPad上でOracle BIコンテンツを表示し、そのコンテンツを操作できるようになります。

Oracle Business Intelligence Mobileを使用して、分析やダッシュボード、BI Publisherのコンテンツ、スコアカードのコンテンツ、エージェントから配信されるコンテンツなど、すべてのBIコンテンツにアクセスし、分析を実行できます。

モバイル機器上でコンテンツを表示するには、デスクトップ・モニター上に同じコンテンツを表示する方法とは異なったプレゼンテーションが必要です。Oracle Business Intelligence Mobileは、BIコンテンツのプレゼンテーションをiPad向けに最適化します。

Apple社のiPad用Oracle Business Intelligence Mobileは、Apple社のApp Storeからダウンロードできます。アプリケーションを利用するには、構成されて実行中のOracle BI EEインスタンスにアクセスする必要があります。




	
注意:

iPhone用Oracle Business Intelligence Mobileアプリケーションの動作は、このガイドに記載されているアプリケーションの動作とは異なります。iPhone用アプリケーションに関するドキュメントは、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイド』のバージョン11.1.1.5を参照してください。









図1-1はiPad上の単純なダッシュボードを示しています。


図1-1 iPad上のOracle BI Mobileダッシュボード

[image: 図1-1については周囲のテキストで説明しています。]



Oracle BI Mobileアプリケーションのナビゲーションについては、「Oracle BIプレゼンテーション・カタログおよびBIコンテンツのiPad上でのナビゲート」を参照してください。また、iPadの便利なタッチ・ジェスチャーについては、付録B「Oracle BI Mobileで使用されるタッチ・ジェスチャー」を参照してください。






Oracle Business Intelligence Mobileを使用して表示可能なBIコンテンツ

すべてのOracle BIコンテンツは、iPad上ですぐに利用できます。コンテンツを専用のフォルダに移動する必要はありません。コンテンツをモバイル機器上で表示するために、特別に再設計する必要もありません。

Oracle Business Intelligence Mobileは、次の種類のオブジェクトをサポートします。

	
ダッシュボード


	
分析


	
ブリーフィング・ブック


	
BI Publisherレポート


	
エージェントによって配信されるコンテンツ


	
スコアカード




Oracle Business Intelligence Mobileは、サポートするすべての種類のオブジェクトについて、レポートのほとんどのコンテンツのレンダリングをサポートします。ただし、モバイル・コンテンツ用に最適化するために、コンテンツが変更される場合があります。分析とダッシュボードでは、Oracle BI Mobileアプリケーションはすべての分析アクション(ドリル、アクション・リンク、プロンプトなど)を提供します。BI Publisherについては、サポートするアクションはデスクトップの場合と同じです(出力タイプに基づきます)。

Oracle BI Mobileアプリケーションでは、RSSフィードやカタログ・ビューのレンダリングはサポートしていません。外部コンテンツやiFrameタグを使用するコンテンツはサポートされていないため、これらのコンテンツの正確なレンダリングは保証されません。






BIコンテンツのローカライゼーション

「デバイス・ロケール」設定を使用して、iPad上でBIコンテンツがどのようにレンダリングされるかを指定できます。BIコンテンツのローカライゼーションを指定するには、Oracle BIプレゼンテーション・サービス・サーバーで「デバイス・ロケール」を「オフ」に設定するか、iOSのデフォルト(「デバイス・ロケール」は「オン」に設定されています)を使用します。

アプリケーション・シェルのローカライゼーション(「ホーム」ページ、ツールバーなど)は、常にiOSによって制御されます。




	
注意:

Apple社のモバイル・オペレーティング・システムの標準動作では、アプリケーション・シェルのユーザー・インタフェースを変更するには、Oracle BI Mobileアプリケーションではなく、Apple iOS Settingsアプリケーションを使用する必要があります。Oracle BI Mobileアプリケーションの「デバイス・ロケール」トグルは、BIコンテンツの言語を変更しますが、アプリケーション・シェルのユーザー・インタフェースは変更しません。











双方向テキストとBI Mobileのクライアント・シェル・ユーザー・インタフェース

Oracle BI Mobileアプリケーションを、ヘブライ語やアラビア語などの右から左へと書く言語で使用する場合、クライアント・シェルUIではレイアウトが正しく表示されないことに注意してください。











2 Oracle Business Intelligence Mobileの開始


この章では、Oracle Business Intelligence Mobileの入手方法、ユーザー資格証明の設定方法およびアプリケーションの構成方法(サーバー接続の追加方法、コンソール・ロギングの設定方法など)について説明します。

この章では、次の項目について説明します。

	
Apple社のiPad用Oracle BI Mobileの入手方法


	
Oracle BI Mobileの起動


	
Oracle BI Mobileユーザー資格証明書について


	
Oracle BI Mobileアプリケーションの画面構成


	
Oracle BI Mobileの構成






Apple社のiPad用Oracle BI Mobileの入手方法

Oracle Business Intelligence Mobileをダウンロードするには、iPadのホーム画面で、「App Store」アイコン(図2-1を参照)をタップします。あるいは、iTunesを使用してパソコンでアプリケーションをダウンロードした後で、iPadと同期することも可能です。


図2-1 Apple社のApp Store内でのOracle Business Intelligenceアイコン

[image: 周囲のテキストは図2-1に関する説明です。]



Oracle BI Mobileのダウンロードとインストールの手順は次のとおりです。

	
iPadでApp Storeを起動し、「Oracle」を検索します。


	
「Oracle BI HD」アプリケーションを選択し、「Install」ボタンをタップします。







	
注意:

Apple社のApp Storeでは、iPad用Oracle Business Intelligence Mobileは「Oracle BI HD」と呼ばれています。このガイドでは、「Oracle Business Intelligence Mobile」および「Oracle BI Mobile」と呼びます。














Oracle BI Mobileの起動

Oracle BI Mobileアプリケーションは、デバイスの「Home」画面から起動します。




	
注意:

接続先のBIプレゼンテーション・サービス・サーバーがファイアウォールの後方に配置されている場合、仮想プライベート・ネットワーク(VPN)を介して接続する必要があります。詳細は、管理者に問い合せてください。









この項は、次の内容で構成されます。

	
Mobileアプリケーションの初回起動


	
Mobileアプリケーションの再開


	
モバイルURLからのMobileアプリケーションの起動






Mobileアプリケーションの初回起動

他のiPadアプリケーションを開く場合と同様に、Oracle Business Intelligence Mobileアプリケーションを起動します。ただし、初めてOracle BI Mobileアプリケーションを使用する場合は、使用許諾画面が表示された後でログイン・ページが表示されます。そこで初期サーバー設定画面が提供され、サーバー構成を追加します。図2-2に、「サーバー設定」画面を示します。


図2-2 「サーバー設定」画面

[image: 図2-2については周囲のテキストで説明しています。]



Oracle BI Mobileを初めて起動するには:

	
デバイスのホーム画面で、Oracle BI Mobileアプリケーションのアイコン(図2-3を参照)をタップします。


図2-3 ホーム画面上のOracle BI Mobileのアイコン

[image: 図2-3の説明は前後の文章を参照してください。]



エンドユーザー使用許諾条項画面が表示されます。


	
スクロールして使用許諾条項を読み、内容に同意する場合は「受入れ」をタップします。

「ログイン」画面が表示されます。


	
(青い「追加」アイコンのある)「サーバーの追加」行をタップして、初期サーバー構成の設定を入力します。

「サーバー設定」画面が表示されます。


	
「サーバー設定」画面内で、次の項目を設定します。

	
名前:設定名。名前を一度設定すると、変更することはできません。


	
ホスト:サーバー名。プレゼンテーション・サービスが稼働しているコンピュータのIPアドレス(例: 192.168.1.1)と完全修飾ホスト名(例: myname.us.oracle.com)のいずれかを入力します。名前を入力する場合は、別名またはリダイレクトURLは入力しないでください。入力した場合、接続は確立されません。たとえば、実際のサーバーURLがitfx1234.example.comである場合、analytics.example.comなどのネットワーク別名であるURLは入力できません。同様に、tinyurl.com/1234など、サーバーにリダイレクトする代用URLも入力しないでください。


	
ポート:ポート番号(例: 7001)を入力します。


	
SSL:「オン」または「オフ」を選択するトグルをタップします。


	
SSO:「オン」または「オフ」を選択するトグルをタップします。


	
ユーザー名


	
パスワード


	
パスワードの保存:「オン」または「オフ」を選択するトグルをタップします。「オン」に設定した場合、「パスワード」フィールドに入力したパスワードがサーバー構成の一部として保存されます。「オフ」に設定した場合、アプリケーションを起動するたびにパスワードを入力するように求められます。


	
デバイス・ロケール:「オン」または「オフ」を選択するトグルをタップします。「オン」に設定した場合、アプリケーションは、ユーザー・インタフェース言語および地域形式について、デバイスの設定を使用します。「オフ」に設定した場合、言語および地域形式は、プレゼンテーション・サービスでのユーザー・プリファレンスに基づきます。このトグルはBIコンテンツにのみ影響し、「オフ」に設定してもアプリケーション・シェルのユーザー・インタフェースには影響はありません。


	
分析パス:たとえば、/analytics/saw.dllなどです。


	
Publisherパス:たとえば、/xmlpserverなどです。この設定は必須ですが、BI Publisherコンテンツにアクセスする場合にしか使用しません。





	
「保存」をタップします。


	
「ログイン」をタップします。




サイン・インしたら、ブランド・バーにある「オプション」アイコン→「設定」をタップして、サーバー構成の変更や新規サーバー接続の追加を行うことができます。詳細は、「Oracle BI Mobileの構成」を参照してください。






Mobileアプリケーションの再開

他のiPadアプリケーションで作業を行う場合など、Oracle BI Mobileをそのまま残しておき、またOracle BI Mobileに戻ってくると、残しておいた状態の画面から再開されます。

ユーザーの状態を維持できなくなると(たとえば、デバイスを再起動した場合、長時間の遅延によりiOSがセッションをパージした場合、認証がタイムアウトした場合など)、Oracle BI Mobileは最後に使用した接続への認証を自動的に試みます。




	
注意:

使用可能なサーバー接続がない場合は、認証画面の「オフライン」ボタンをタップすると、ローカルに保存されているコンテンツを使用してオフライン・モードで作業することができます。(サーバー接続が使用できる状態で、定義済のサーバー接続がある場合でもオフライン・モードで作業できます。)














モバイルURLからのMobileアプリケーションの起動

Oracle BI Mobileアプリケーションを起動するもう一つの方法は、電子メールまたは他のアプリケーション(Oracle WebCenterなど)から「モバイルURL」を使用することです。

特別に構成されたURLを含む電子メールをOracle BI Mobileアプリケーションから送信できます。Apple社のiPadなど、サポート対象のデバイスからこのURLを表示すると、リンクされているBIコンテンツがOracle BI Mobileで開かれます。

Oracle BI Mobileから送信された電子メール内にある、BIコンテンツへのリンクをクリックすると、そのBIコンテンツがブラウザではなくOracle BI Mobileで開かれ、埋め込まれたURLを使用してモバイル・アプリケーションが起動します。

詳細は、「電子メールによるBIコンテンツの送信」を参照してください。








Oracle BI Mobileユーザー資格証明書について

Oracle Business Intelligence Mobileは、プレゼンテーション・サービスが稼働しているサーバーの設定と同じセキュリティ定義を使用します。Oracle BI Mobileアプリケーションを起動すると、ユーザーに対して自動的にサイン・インを実行します。プレゼンテーション・サーバーにシングル・サインオン(SSO)が設定されている場合、Oracle BI Mobileアプリケーションから、ログイン資格証明を入力するように求められます。ユーザーは、WebブラウザからOracle BI EEにログインする場合と同じユーザー名とパスワードを入力して、モバイル機器から接続します。




	
注意:

Oracle BI Mobileアプリケーションでのユーザー資格証明の指定では、プレゼンテーション・サービス・サーバーで使用されている資格証明を変更しません。Oracle BI Mobileはプレゼンテーション・サービスと同じ資格証明を使用するため、新たな資格証明を必要としません。














Oracle BI Mobileアプリケーションの画面構成

Oracle Business Intelligence Mobileは、デバイスのホーム画面から起動します。この画面では、インストール済の他のアプリケーションはすべてアイコンのように表示されます。

iPad上でのOracle BI Mobileアプリケーションの開始ページは「ホーム」ページです。「ホーム」ページは、ナビゲーションを開始する際のセントラル・ハブとして機能し、タスク終了後の戻り先となる場所でもあります。

「ホーム」ページは、複数のビュー(「最近」、「お気に入り」、「ダッシュボード」、「ローカル・コンテンツ」および「検索」)で構成されています。これまでにOracle BI Mobileを起動してBIコンテンツを開いたことがある場合は、最近表示したアイテムが「最近」ビューに表示されます。

図2-4に、「ホーム」ページを示します。


図2-4 「ホーム」ページ

[image: iPad上での開始ページ]



ステータス・バーと呼ばれるトップ・バーに、携帯電話の信号強度、現在のネットワーク接続、バッテリー残量などのデバイスに関する情報が表示されています。

ステータス・バーの下にあるブランド・バーには、「オプション」アイコンがあります。「オプション」アイコンをタップすると情報とオプションが表示されます。オプションには、「設定」、「ログアウト」、「ヘルプ」(このガイド)などがあります。

アプリケーション画面の上端(ステータス・バーのすぐ下)に、ナビゲーション・バーがあります。ナビゲーション・バーには現在のビューのタイトルが表示されます。また、BIコンテンツのビューをカルーセル・スタイルの表示からリスト・スタイルの表示に変更するボタンがあります(「最近」画面および「お気に入り」画面を表示している場合)。

メイン画面には現在のビューのコンテンツが表示されます。たとえば、「ダッシュボード」ビューの場合はダッシュボードのリストが表示され、「最近」ビューの場合はカルーセル・スタイル表示の最近のアイテムが表示されます。

アプリケーションの画面の下部にあるタブ・バーには、Oracle BI Mobileアプリケーションで作業する場合に選択可能なビューが表示されます。

デバイスの「Home」ボタンを押すと、Oracle Business Intelligence Mobileから出て、ホーム画面に戻ります。ホーム画面にはデバイス上の他のアプリケーションのアイコンとともにOracle BI Mobileのアイコンがあります。

ラベル表記のないアイコンおよびその名前の一覧は、付録A「Oracle BI Mobileのユーザー・インタフェース・リファレンス」を参照してください。

Oracle BI Mobileアプリケーションで役立つiPadジェスチャーの一覧は、付録B「Oracle BI Mobileで使用されるタッチ・ジェスチャー」を参照してください。



横方向

Oracle BI Mobileは必ず横方向で使用します。このアプリケーションは横方向に固定されています。「左横」方向と「右横」方向の両方で使用できます。縦方向では使用できません。






Oracle BI Mobileと他のiPadアプリケーション間での切り替え

Apple社のマルチタスク対応デバイス(つまり、iOS 4.2以降が動作するデバイス)を使用している場合、Oracle BI Mobileと他のiPadアプリケーション間での切り替えが可能です。このとき、Oracle BI Mobileアプリケーションの状態は保持されます。アプリケーションを(別のアプリケーションに切り替えて)バックグラウンドに配置したときと同じ状態のユーザー・インタフェースに戻ります。

iPad標準のマルチタスク・ジェスチャーは、4本指または5本指によるスワイプです。画面の下からスワイプするとマルチタスク・バーが表示され、iPadアプリケーション間で移動できるようになります。Oracle BI Mobile内での便利なジェスチャーについては、付録B「Oracle BI Mobileで使用されるタッチ・ジェスチャー」を参照してください。






オンライン・ヘルプの使用

このガイドをオンラインで使用する場合(PDFファイルではありません)、ブラウザの標準的な「戻る」、「進む」、「更新」、「停止」のように動作するアイコンを使用してドキュメントにナビゲートします。「戻る」、「前へ」、「リフレッシュ」およびロードを停止の各アイコンを図2-5に示します。


図2-5 オンライン・ヘルプ使用時のナビゲーション・アイコン

[image: 周囲のテキストは図2-5に関する説明です。]









Oracle BI Mobileの構成

Oracle Business Intelligence Mobileの「設定」画面を使用して、サーバーの構成管理、コンソール・ロギングの有効化、またはこのドキュメントへのオンライン・アクセスを行います。「設定」画面にアクセスするには、ブランド・バー内の「オプション」アイコンをタップします。

「設定」画面で実行可能な作業については、次の各項を参照してください。

	
サーバー接続の追加、変更および削除


	
サーバー間の切替え


	
URL経由のサーバー・プロビジョニング


	
コンソール・ロギングの設定


	
BI Mobileへのアクセスの無効化




	
注意:

「設定」画面では、インライン・コンテンツを電子メールで送信するための設定を調整することも可能です。詳細は、「電子メールによるインラインBIコンテンツの送信」を参照してください。














サーバー接続の追加、変更および削除

Oracle BIプレゼンテーション・サービスの複数のインスタンスに接続する必要がある場合に、複数のサーバー接続を構成できます。「設定」画面を使用して、サーバー接続の追加、変更および削除が可能です。

サーバー接続を追加するには:

	
ブランド・バーで、「オプション」アイコンをタップし、「設定」をタップします。

「設定」画面が表示されます。


	
(青い「追加」アイコンのある)「サーバーの追加」行をタップします。


	
「サーバー設定」画面で、各フィールドを設定します。詳細は、「Mobileアプリケーションの初回起動」に記載されている「サーバー設定」画面の各フィールドを参照してください。


	
「保存」をタップします。




サーバー接続を変更するには:

	
ブランド・バーで、「オプション」アイコンをタップし、「設定」をタップします。

「設定」画面が表示されます。


	
変更するサーバー接続の行で、青い「次」アイコンをタップします。


	
「サーバー設定」画面で、変更を行います。


	
「保存」をタップします。




サーバー接続を削除する手順は次のとおりです。

	
ブランド・バーで、「オプション」アイコンをタップし、「設定」をタップします。

「設定」画面が表示されます。


	
削除するサーバー接続の行で、青い「次」アイコンをタップします。


	
下にスクロールして赤い「サーバーの削除」ボタンをタップします。




	
注意:

デフォルトのサーバー接続は削除できません。デフォルトのサーバーの横には緑のチェックマークが付いています。デフォルトとして設定されているサーバー接続を削除する場合は、まずログアウトして、デフォルトのサーバーを別のサーバーに切り替えます。「サーバー間の切替え」を参照してください。










	
「完了」をタップします。









サーバー間の切替え

デフォルトで接続するサーバーを変更できます。変更するとアプリケーションが再起動されます。

デフォルトのサーバーを変更するには:

	
ブランド・バーで、「オプション」アイコンをタップし、「設定」をタップします。


	
切り替え先のサーバー接続の行をタップします。


	
確認ダイアログ・ボックスで「OK」をタップします。

Oracle BI Mobileアプリケーションが再起動され、新しいサーバーに接続されます。









URL経由のサーバー・プロビジョニング

URL経由のサーバー・プロビジョニングは、iPad上のSafariブラウザで管理者指定のURLに移動し、1つ以上のサーバーとその設定を使用してOracle BI Mobileアプリケーションを「シード」するためのファシリティです。

表2-1に、アプリケーション起動用URLスキーマの情報を示します。


表2-1 アプリケーション起動用URLスキーマ

	項目	詳細
	
URL識別子

	
com.oracle.obimobile


	
URLスキーマ

	
oraclebimobile


	
共有アプリケーション起動用構文

	
oraclebimobile://


	
サーバー構成URL

	
oraclebimobile://com.oracle.obimobile/configure?xml=http://<server:port>/conf_file.xml








Oracle BI Mobileは、iOSでサポートされるURL起動メカニズムによってOracle BI Mobile自身を構成できます。






コンソール・ロギングの設定

認証に関する問題をトラブルシューティングする場合など、コンソール・ログを取得する必要がある場合には、「設定」画面でiPadのコンソール・ロギングを有効にできます。

コンソール・ロギングは、モバイル機器に関する問題をデバッグする必要がある場合に役立ちます。ただし、コンソール・ロギングは多数のメッセージを機器のコンソール・ログに書き込む必要があるため、Oracle BI Mobileアプリケーションのパフォーマンスが低下する可能性があります。Apple社から入手可能なiPhone構成ユーティリティを使用して、これらの機器のログにアクセスできます。Apple社の開発者向けWebサイトでこのユーティリティを検索するか、http://developer.apple.com/library/ios/#featuredarticles/FA_iPhone_Configuration_Utility/Introduction/Introduction.htmlにアクセスしてください。

コンソール・ロギングはアプリケーションのパフォーマンスに影響を与えるため、デフォルトでは「オフ」に設定されています。図2-6に、「コンソール・ロギング」トグルを示します。


図2-6 「設定」画面でのコンソール・ロギング設定

[image: 周囲のテキストは図2-6に関する説明です。]



コンソール・ロギングを有効または無効にするには:

	
ブランド・バーで、「オプション」メニューをタップし、「設定」をタップします。

「設定」画面が表示されます。


	
「設定」画面の「コンソール・ロギング」行で、「オン」または「オフ」をタップします。









BI Mobileへのアクセスの無効化

管理者は、Oracle BI Mobileアプリケーションへのアクセスを無効にすることができます。管理者は、デスクトップ版のOracle BI EEの「権限の管理」ページで、Mobileへのアクセスという権限を制限することでアクセスを無効にします。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』を参照してください











3 Oracle Business Intelligence Mobileの使用


この章では、Oracle Business Intelligence Mobileの操作方法について説明します。

この章では、次の項目について説明します。

	
iPad上でのOracle BIプレゼンテーション・カタログおよびBIコンテンツのナビゲート


	
お気に入りの操作


	
「最近」アイテムおよび履歴の操作


	
ローカル・コンテンツの操作


	
検索の実行


	
電子メールによるBIコンテンツの送信


	
BIコンテンツの印刷




	
注意:

この章では、Oracle BI Mobileの操作方法とBIコンテンツについて一般的な用語で説明します。特定のBIカタログ・オブジェクトに関するOracle BI Mobileの操作については、第4章「BIコンテンツの操作」を参照してください。














iPad上でのOracle BIプレゼンテーション・カタログおよびBIコンテンツのナビゲート

デバイス上でBIコンテンツをナビゲートするには、お気に入りのオブジェクトや最近表示したオブジェクトが見つかるまでスライドまたはスクロールし、専用のダッシュボード階層ビュー内にあるダッシュボードに直接アクセスします。これまでに表示、お気に入りへの登録、またはローカルへの保存を行ったことがないBIコンテンツにアクセスする場合は、サーバーでカタログをナビゲートまたは検索します。

図3-1に、「検索」画面を示します。「すべて」トグルを選択すると、フォルダの階層がカタログに表示されます。

フォルダ内には、そのコンテンツを表す汎用アイコンが表示されます。これまでにBIコンテンツをiPad上で開いたことがある場合は、汎用アイコンのかわりに実際のカタログ・オブジェクトのサムネイル・イメージが表示されます。


図3-1 「検索」画面からのカタログのナビゲート

[image: 「検索」画面からのカタログのナビゲート]



画面の上部にある「すべて」/「強調表示」トグルを使用して、検索に含めるカタログの部分を指定します。トグルを「すべて」に設定すると、すべてのフォルダ(「ローカル」、「共有フォルダ」、「マイ・フォルダ」)で検索が実行されます。トグルを「強調表示」に設定すると、カタログ・リストで強調表示されているフォルダのコンテキストで検索が実行されます。

この項の内容は次のとおりです。

	
カタログ内のオブジェクトを開く


	
カルーセル・スタイル表示およびリスト・スタイル表示のナビゲート


	
ダッシュボードに直接移動する


	
MobileアプリケーションでのBIコンテンツの操作について




アプリケーションの操作に使用するジェスチャーの詳細は、付録B「Oracle BI Mobileで使用されるタッチ・ジェスチャー」を参照してください。



カタログ内のオブジェクトを開く

iPad上でOracle BIプレゼンテーション・カタログをナビゲートするには、フォルダに対するデバイスの標準的なリスト・ナビゲーションを使用します。

オブジェクトにナビゲートして開くには:

	
フォルダのリストで、次のアクションのいずれかを実行します。

	
フォルダの内容を参照するには、カタログ・リスト内のフォルダをタップします。


	
上のレベルのフォルダに移動するには、ディレクトリ・パス(検索バーの下)の左側にある矢印をタップします。





	
開くオブジェクトが見つかったら、そのオブジェクトをタップします。









カルーセル・スタイル表示およびリスト・スタイル表示のナビゲート

「最近」ビューおよび「お気に入り」ビューの表示は、2つの表示スタイルから選択できます。つまり、2つの方法でBIコンテンツを表示できるということです。これらの表示スタイルは次のとおりです。

	
カルーセル・スタイル表示。カルーセル・スタイルでお気に入りのオブジェクトにナビゲートするには、スワイプして(強調表示されているアイテムの)次のアイテムに移動します。または次のアイテムをタップしてそのアイテムに移動します。続いて、アイテムをタップして開きます。強調表示されたフォルダを開くには、そのフォルダをタップするか、スプレッド・フィンガー・ジェスチャーを使用します。フォルダを閉じるには、ピンチ・ジェスチャーを使用します。これにより閉じたフォルダの上位レベルのフォルダに移動します。


	
リスト・スタイル表示。リスト・スタイル表示では、指を上方向または下方向にドラッグして、オブジェクトのリストをナビゲートします。表示対象のアイテムを見つけたら、そのアイテムをタップして開きます。




カルーセル・スタイル表示とリスト・スタイル表示を切り替えるには、それぞれのアイコンをタップします。カルーセル/リストのトグルは、ナビゲーション・バー内の「オプション」アイコンの下にあります。カルーセル・スタイル表示を使用している場合、トグルにはリスト・スタイル表示アイコンが表示され、リスト・スタイル表示を使用している場合は、カルーセル・スタイル表示アイコンが表示されます。

図3-2に、「お気に入り」ビューのカルーセル・スタイル表示を示します。ナビゲーション・バーの右端にあるのがリスト・スタイル表示アイコンです。


図3-2 「お気に入り」ビューのカルーセル・スタイル表示

[image: 「お気に入り」ビューのカルーセル・サブ・ビュー]



図3-3に、「お気に入り」ビューのリスト・スタイル表示を示します。ナビゲーション・バーの右端にあるのがカルーセル・スタイル表示アイコンです。


図3-3 「お気に入り」ビューのリスト・スタイル表示

[image: 「お気に入り」ビューのリスト・サブ・ビュー]







ダッシュボードに直接移動する

モバイル機器上でも、Oracle BI EEのデスクトップ版と同様に、素早く簡単にダッシュボードにアクセスできます。「ダッシュボード」画面には、アクセスできるすべてのトップレベルのダッシュボードのリストが表示されます。

ダッシュボードを開くには:

	
タブ・バーにある「ダッシュボード」をタップします。

トップレベルのダッシュボードのリストが表示されるので、これをスクロールします。このダッシュボードのセットは、デスクトップ・アプリケーションを使用してOracle BI EEにログインした際に表示されるリストと同じです。


	
ダッシュボードをタップします。









MobileアプリケーションでのBIコンテンツの操作について

ユーザー・インタフェースがマウスベースではなくタッチベースの場合、アプリケーションの操作方法で大きく異なる点があります。

iPadの画面のコンテンツ領域で、iPad標準のブラウザ操作(パンなど)を使用してBIコンテンツを表示することができます。デスクトップ・アプリケーションの右クリック機能には、タップ・アンド・ホールド・ジェスチャーでアクセスできます。多くのiPadアプリケーションと同様、Oracle BI Mobileではコンテンツをドラッグする機能はありません。

Oracle BI Mobileアプリケーションで使用できる各種操作については、付録B「Oracle BI Mobileで使用されるタッチ・ジェスチャー」を参照してください。

BIコンテンツの表示中にタイトル・バーにある「オプション」アイコンをタップすると、「オプション」メニューにアクセスできます。メニュー項目は、表示中のBIコンテンツの種類によって変わります。



「前」アイコンの操作

これまでにカタログ・オブジェクトを開いたことがある場合、画面に「前」アイコンと「ホーム」アイコンが表示されます。「ホーム」アイコンをタップすると、「ホーム」ページに戻ります。これは逆方向にナビゲートする場合にナビゲーション階層をスキップするための基本的なショートカットです。

「前」アイコンをタップすると、ダッシュボードの操作中に表示していたオブジェクトを逆の順序でナビゲートしていき、ナビゲーションの最後には「ホーム」ページに戻ります。

外部URLへの逆方向のナビゲート(BIコンテンツにナビゲーション・リンクがある場合)や、別のダッシュボード・ページへの(タイトル・バーを介した)明示的な逆方向のナビゲートが可能です。

ナビゲーションの基点から逆方向にナビゲートすることはできません。そのため、次のビューには戻るための「前」アイコンはありません。

	
お気に入り


	
最近


	
ダッシュボード


	
カタログ


	
検索


	
ローカル・コンテンツ









BIコンテンツのリフレッシュ

「リフレッシュ」オプションが使用可能な場合、開いているBIコンテンツに関連するデータをリフレッシュできます。「リフレッシュ」オプションを使用すると、表示中のオブジェクトに関連するデータは更新されますが、レポートを開いていた間にそのレポートに対して行われた他の変更は更新されません。

BIコンテンツをリフレッシュするには:

	
オブジェクトを開きます。


	
「オプション」アイコンをタップし、「リフレッシュ」をタップします。

問合せが再実行され、コンテンツがリフレッシュされます。









BIコンテンツのプロパティの表示

BIコンテンツについては、種類、説明、所有者、ファイルの場所、最終更新日など、読取り専用のプロパティを表示することができます。さらにアラートについては、アラート定義フィールド(「最終実行」、「一般」、「スケジュール」、「条件」、「コンテンツ」、「受信者」、「宛先」、「アクション」)を表示することができます。

BIコンテンツのプロパティを表示するには:

	
「オプション」アイコンをタップし、「プロパティ」をタップします。


	
カタログ情報を確認します。


	
終了したら「完了」をタップします。









保存済カスタマイズの適用

Oracle BI Mobileアプリケーションでダッシュボードを表示中に、保存されたダッシュボードのカスタマイズ(デスクトップ版のOracle BI EEで定義されたもの)を適用することができます。

「カスタマイズの適用」オプションは、ユーザーがそのダッシュボードのカスタマイズを(デスクトップ・アプリケーションで)保存している場合にのみ「オプション」メニューに表示されます。

ダッシュボードのカスタマイズの保存については、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイド』のダッシュボード・ページの保存済カスタマイズに関する項を参照してください。










お気に入りの操作

iPadでOracle BI EEのお気に入り機能を使用して、定期的に表示する、または別の機会に再表示するBIコンテンツをお気に入りに追加します。使用しているデスクトップ版のOracle BI EEからすでにお気に入りを追加している場合は、BI Mobileを使い始めるときにそのお気に入りがお気に入りリストに事前設定されます。

「お気に入り」ビューには、デバイスでお気に入りに追加したコンテンツおよび既存のサーバー構成で追加したコンテンツがすべて表示されます。つまり、同じサーバーに接続している同じユーザーが使用する別のモバイル機器を構成して、同一セットのお気に入りを表示することが可能だということです。

デスクトップのお気に入りとMobileのお気に入りは常に同期されます。既存のサーバーのいずれの場所で変更が行われても、両方のコンテキストで表示されます。

Oracle BI Mobileアプリケーションでは、「お気に入り」階層をナビゲートできます。お気に入りの表示中に、そのお気に入りをお気に入りリストから削除できます。お気に入りを整理するには、デスクトップ・アプリケーションを使用します)。

Oracle BI EEのお気に入り機能に関する一般的な情報は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイド』の「お気に入りとは」の項とその関連項目を参照してください。

この項のトピックは、次のとおりです。

	
Oracle BI Mobileでのお気に入りの追加


	
Mobileのお気に入りとデスクトップのお気に入りの同期






Oracle BI Mobileでのお気に入りの追加

BIコンテンツの表示中に、オブジェクトをお気に入りリストに追加すると、そのオブジェクトに後で素早く戻ることができます。

タブ・バーにある「お気に入り」をタップして、「お気に入り」画面にアクセスします。


カタログ・オブジェクトをお気に入りに追加するには:

	
BIコンテンツの表示中に、オブジェクトのタイトルが表示されているナビゲーション・バーで「オプション」アイコンをタップします。


	
「アクション」メニュー内の「お気に入りに追加」をタップします。




	
注意:

すでに「お気に入り」リストに登録済のBIコンテンツについては、「アクション」メニューに「お気に入りに追加」ボタンは表示されません。









BIコンテンツがお気に入りのリストに追加されます。





お気に入りを開くには:

	
タブ・バーにある「お気に入り」をタップします。

「お気に入り」画面が表示されます。


	
(オプション)リスト・スタイル表示アイコンまたはカルーセル・スタイル表示アイコンをタップすると、お気に入りのリスト表示とカルーセル表示とでビューが切り替わります。


	
開くお気に入りをタップします。









Mobileのお気に入りとデスクトップのお気に入りの同期

お気に入りの同期はログイン時に行われます。モバイル機器からBIプレゼンテーション・サービス・サーバーに接続すると、モバイルのお気に入りとデスクトップのお気に入りが自動的に同期されます。モバイル機器から追加したお気に入りは、「ルート」カテゴリに自動的に追加されます。デスクトップからログインしている間に追加したお気に入りは、デバイスに自動的に同期されます。

お気に入りをフォルダ間で移動するまたは個別に整理するには、まずデスクトップ版のOracle BI EEアプリケーションにログインする必要があります。お気に入りの整理については、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイド』を参照してください。








「最近」アイテムおよび履歴の操作

お気に入りと同様に、最近アイテムのリストもログイン時にデスクトップ版と同期されます。iPadからBIプレゼンテーション・サービス・サーバーに接続すると、モバイル・リストの最近アイテムとデスクトップの最近アイテムが自動的に同期されます。

ローカルに保存されているカタログ・オブジェクトはデスクトップ版からは使用できないため、ローカルのBIコンテンツは最近アイテムのリストには表示されません。






ローカル・コンテンツの操作

Oracle BI Mobileでは、ローカル・コンテンツ版のカタログ・オブジェクトとはブリーフィング・ブックのようなものです。これは、BIコンテンツの個別のコピーであるため、データのみのリフレッシュが可能です。

iPadのローカルに保存されているBIコンテンツは、サーバーに接続しているかどうかにかかわらず操作できます。

この項は、次の内容で構成されます。

	
コンテンツのローカルへの保存


	
ローカル・コンテンツの表示


	
ローカル・コンテンツの無効化






コンテンツのローカルへの保存

ローカル版のBIコンテンツをモバイル機器に保存できます。分析、ダッシュボード。ブリーフィング・ブックおよびBI Publisherレポートの保存が可能です。

BIコンテンツをローカルに保存するには:

	
BIコンテンツの表示中に、「オプション」アイコンをタップします。


	
「ローカルに保存」をタップします。


	
(オプション)BIコンテンツに新しい名前を付けます。


	
「OK」をタップします。







	
注意:

BIコンテンツおよび組織のデータのセキュリティ強化を目的としたセキュリティ対策をiPad(Oracle BI Mobileの外部)で講じることができます。たとえば、パスワード保護については、デバイスのセキュリティ・ポリシーを強化します。また、盗難や紛失の際にリモートでデバイスからデータを消去することができます。














ローカル・コンテンツの表示

サーバー接続画面では、BIプレゼンテーション・サービス・サーバーに接続せずに、「ローカル・コンテンツ」に直接移動できます。

ローカル・コンテンツを表示するには:

	
(オプション)サーバー接続画面で、「オフライン」をタップします。

ローカル・コンテンツを表示する場合は、オフラインにする必要はありません。ローカル・コンテンツのみを表示する(つまり、BIプレゼンテーション・サービス・サーバーからのライブ・コンテンツがない)場合に、この手順を実行します。


	
「ローカル」ビューで、スワイプしてローカル・コンテンツをスクロールします。


	
表示するBIオブジェクトのサムネイルをタップします。




ローカルに保存されているBIコンテンツを表示すると、名前のすぐ後ろにローカル・コピーと表示されるので、表示中のコンテンツがライブ・コンテンツではなくローカル・コピーであることが容易にわかります。

オンライン・モードの間は、ローカル・コンテンツをリフレッシュしてサーバーからデータの変更をフェッチできます。

ローカル・コンテンツをリフレッシュするには:

	
「オフライン」モードのときにローカルで表示中のBIコンテンツをリフレッシュするには、次の手順を実行します。

	
「戻る」ボタンをタップして、「ホーム」ページに戻ります。


	
「オプション」アイコンをタップし、「ログイン」[使用中のBIプレゼンテーション・サービス・サーバー]をタップします。


	
「ローカル」をタップし、表示していたBIコンテンツに戻ります。


	
「オプション」アイコンをタップし、「リフレッシュ」をタップします。

「ローカル」ビューが表示されると、BIオブジェクトのサムネイルのタイムスタンプに、そのオブジェクトをサーバーからリフレッシュした時間が表示されます。





	
「オンライン」モードのときにローカルで表示中のBIコンテンツをリフレッシュするには、次の手順を実行します。

	
「オプション」アイコンをタップし、「リフレッシュ」をタップします。












ローカル・コンテンツの無効化

デスクトップ版のOracle BI EEでは、ローカル保存機能へのアクセスを管理者が無効化できます。これを行うには、「管理」→「権限の管理」ページの「セキュリティ」エリアで「ローカル・コンテンツの有効化」という権限を制限します。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』を参照してください

図3-4に、コンテンツの有効化権限をユーザー単位またはBI Consumerなどのロール単位で無効にする方法を示します。


図3-4 ローカル・コンテンツのOracle BI EEでの無効化

[image: ローカル・コンテンツのOracle BI EEでの無効化]









検索の実行

Oracle Business Intelligence Mobileは、デスクトップ版のOracle BI EEと同じ検索動作を提供します。Oracle BI Mobileアプリケーションでは、カタログ・オブジェクトの名前、カタログ・オブジェクトのタイプおよび説明で検索できます。検索対象はOracle Business Intelligence Mobileで表示可能なオブジェクトに限定されます。

「検索」ビューでは、検索基準フィールドの下に検索ディレクトリが表示されます。「すべて」/「強調表示」トグルが「強調表示」に設定されている場合、検索ディレクトリは、検索を実行する際の起点となるベース・ディレクトリを表します。トグルが「すべて」に設定されている場合は、すべてのフォルダ(「マイ・フォルダ」、「共有フォルダ」、「ローカル」)で検索が実行されます。

検索オプションは、「検索設定」画面を使用して変更できます。「検索設定」画面は、「検索」画面からアクセスします。詳細は、「検索設定の調整」を参照してください。

図3-5に、「検索」ビューを示します。


図3-5 「検索」ビュー

[image: 「検索」ビュー]





「検索」ビューのナビゲート

「検索」ビューには、「すべて」と「強調表示」を切り替えるトグルがあります。検索は選択しているタブに応じて、カタログ内の特定の場所(選択時に強調表示されます)またはカタログ全体で実行されます。

強調表示された特定の場所で検索を実行し、その後、検索範囲をカタログ全体に広げる場合は、「他のフォルダで検索を続行します」をタップすると、カタログ全体で検索が実行されます。このオプションは、検索結果リストの最後のエントリの下に表示されます。

実行中の検索を取り消すには、「取消」ボタンをタップします。




	
注意:

ローカルのBIコンテンツは、「検索」ビューから実行した検索に含まれます。ローカルに保存されているBIコンテンツのみを対象に検索を実行するには、「ローカル」ビューの「検索」フィールドを使用します。














検索設定の調整

デバイスに設定されている検索オプションにアクセスするには、「検索設定」ダイアログを使用します。検索に含めるカタログ・オブジェクトのタイプの設定はここで行います。図3-6に、「検索設定」ダイアログを示します。


図3-6 「検索設定」ダイアログ

[image: 周囲のテキストは図3-6に関する説明です。]



検索設定を調整するには:

	
「検索」フィールドの右端にある歯車アイコンをタップします。


	
「検索設定」ダイアログで、検索に含めるまたは検索から除外するカタログ・オブジェクトの各タイプで「オン」/「オフ」トグルをタップします。


	
終了したら「完了」をタップします。









BIコンテンツの検索

Oracle BI Mobileアプリケーションでは、「検索」ビューでBIコンテンツを検索します。

BIコンテンツを検索するには:

	
タブ・バー内の「検索」をタップします。

「検索」ビューが表示されます。


	
「検索」ビューの上部にある「検索」フィールド内に検索基準を入力します。たとえばコンテンツ名が「UPC」で始まるコンテンツをすべて検索する場合、検索基準は「UPC*」となります。

検索文字列の構文は、特殊文字の使用方法を含め、デスクトップ版のOracle BI EEと同一です。検索基準に大/小文字の区別はありません。「検索」ペインについては、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイド』の関連項目を参照してください。


	
キーボードの「検索」ボタンをタップします(図3-7を参照)。

サーバー上で検索が実行され、検索結果がリスト表示されます。行をタップしてBIコンテンツを開きます。


図3-7 キーボードの「検索」ボタンのタップによる検索の開始

[image: キーボードの「検索」ボタンのタップによる検索]












電子メールによるBIコンテンツの送信

iPad上で電子メール・アカウントを設定して入る場合、送信する電子メールにBIコンテンツへのリンクを埋め込むことができます。BIコンテンツを電子メールの添付ファイルとして送信することも可能です。

BIコンテンツの表示中に、「オプション」メニューを使用して、次のいずれかの方法でBIコンテンツを送信できます。

	
電子メールでリンクのみを送信する。「オプション」アイコンをタップし、希望の電子メール・オプションを選択すると、BIコンテンツへのリンクが電子メールの本文に埋め込まれた状態で電子メール・ウィンドウが起動します。このリンクには2つのタイプのURLがあります。1つは、コンテンツを指し示す、ブラウザで起動可能な通常のURLです。もう1つは、受信者のOracle BI Mobileアプリケーション・インスタンス内でコンテンツを起動するURLです。受信者はこの2つのURLを受信し、BIコンテンツの表示方法を選択します。

受信者のブラウザによっては、ブラウザで起動可能なURLにリンクされた一部のBIコンテンツが正しく表示されないことがあります。たとえば、グラフを含むBIコンテンツへのリンクを送信し、受信者がMicrosoft Internet Explorer 7.0などのブラウザを使用している場合、そのグラフは正しく表示されません。BIコンテンツは、Microsoft Internet Explorer 9以降、Mozilla FirefoxまたはGoogle Chromeなどのブラウザで起動することをお薦めします。


	
添付ファイル付きの電子メールを送信する。このオプションを選択した場合、インライン・コンテンツを含む場合よりも電子メールのサイズを小さくすることができます。受信者が使用している電子メール・クライアントによっては、送信した添付ファイルが表示されなかったり、イメージやテキストが正しく表示されなかったりする場合があります。


	
添付ファイルおよびインライン・コンテンツを含む電子メールを送信する。BIコンテンツを電子メールのインラインに組み込むと、添付ファイルのサイズが増える可能性があることに注意してください。また、BIコンテンツを電子メールのインラインで送信すると、古い電子メール・クライアントではそのコンテンツが正しく表示されない場合があります。インライン・コンテンツを組み込むかどうかは、「設定」画面の「電子メールのインライン・コンテンツ」設定を使用して決定します(「電子メールによるインラインBIコンテンツの送信」を参照)。




BIコンテンツを電子メールで送信するには:

	
BIコンテンツの表示中に、「オプション」アイコンをタップし、次のいずれかをタップします。

	
電子メール(リンクのみ)

電子メールが作成され、コンテンツへのリンクが埋め込まれます。実際のコンテンツは添付されません。


	
電子メール(添付あり)

電子メールが作成され、BIコンテンツが添付ファイルとして埋め込まれます。





	
受信者の電子メール・アドレスと、必要に応じてメッセージを入力します。


	
「送信」をタップします。






電子メールによるローカルBIコンテンツの送信

ローカルのBIコンテンツを電子メールで送信する場合、リンクは埋め込まれません。コンテンツは常に添付ファイルまたはインライン・コンテンツ(あるいはこの両方)として追加されます。この設定は、「設定」画面の「電子メールのインライン・コンテンツ」設定によって制御されます。「電子メールのインライン・コンテンツ」設定が「オフ」で、「電子メール(添付あり)」が選択されていない場合でも、ローカルのBIコンテンツは添付ファイルとして電子メールに追加されます。

ローカルのBIコンテンツを電子メールで送信するには:

	
ローカルのBIコンテンツの表示中に、「オプション」アイコンをタップし、「電子メール(添付あり)」をタップします。


	
受信者の電子メール・アドレスと、必要に応じてメッセージを入力します。

電子メールが作成され、ローカルのBIコンテンツが添付ファイルとして埋め込まれます。


	
「送信」をタップします。









電子メールによるインラインBIコンテンツの送信

「電子メールのインライン・コンテンツ」設定を使用して、Oracle BI MobileアプリケーションからBIコンテンツを電子メールで送信できます。

受信者が使用している電子メール・クライアントによっては、送信したインラインBIコンテンツが表示されなかったり、イメージやテキストが正しく表示されなかったりする場合があります。受信者の電子メール・クライアントでインライン・コンテンツを表示できるかどうかわからない場合は、「電子メールのインライン・コンテンツ」設定は使用しないほうが最善の方法です。特定の古い電子メール・クライアントでは、HTMLやイメージを含むインライン・コンテンツを表示できない場合があります。

インラインBIコンテンツを電子メールで送信するには:

	
ブランド・バーで、「オプション」メニューをタップし、「設定」をタップします。

「設定」画面が表示されます。


	
「設定」画面の「電子メールのインライン・コンテンツ」行で、「オン」をタップします。

この設定の変更後に、BIコンテンツを電子メールで送信すると、コンテンツへのリンクを埋め込む場合でも、コンテンツ自体を添付ファイルとして埋め込む場合でも同様に、そのコンテンツが電子メールのインラインに組み込まれます。











BIコンテンツの印刷

マルチタスク対応のiPad(つまり、iOS 4.2以降が動作するデバイス)を使用している場合、無線を使用してBIコンテンツを印刷できます。




	
注意:

Apple社のiOSに装備されているプリンタ検出と印刷ジョブの実行では、使用中のiOS機器と同一の無線ネットワークにAirPrint対応のプリンタを接続しておく必要があります。









BIコンテンツを印刷するには:

	
BIコンテンツの表示中に、「オプション」アイコンをタップします。


	
「印刷」をタップします。







	
注意:

XML形式の印刷はサポートされていません。Oracle BI Mobileを使用してFO形式のXML (XSL-FO)を表示することは可能ですが、モバイル機器からXMLデータを印刷することはできません。

















4 BIコンテンツの操作


この章では、Oracle Business Intelligence Mobileアプリケーションを使用して、カタログ内で特定のオブジェクト・タイプを操作する方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
分析情報およびダッシュボードの操作


	
表、ピボット表およびトレリス・ビューの操作


	
グラフの操作


	
プロンプトの操作


	
マップ・ビューの操作


	
Oracle BI Publisherコンテンツの操作


	
スコアカードのコンテンツの操作


	
アラートおよびエージェントの操作


	
ブリーフィング・ブックの使用






分析情報およびダッシュボードの操作

Oracle Business Intelligence Mobileを使用して、デスクトップ版のOracle BI EEで提供されているビューのほとんどを参照できます。Oracle BI Mobileアプリケーションにおいて、プロンプト、ドリル、アクション・リンクなど、すべての分析アクションを実行できます。データを操作する際にフィルタ処理とソート処理を実行できます。

グラフを操作し、グラフ内でドリルとズームを直接実行できます。

図4-1に、iPad上のBIコンテンツの例を示します。


図4-1 iPad上でのBIコンテンツ

[image: iPad上のBIコンテンツ]



ダッシュボードに複数のページがある場合、ページ・アイコン(ページ・タイトル領域の右側)をタップして、使用可能なページのリストにアクセスし、そのいずれかのページをさらにタップしてナビゲートします。詳細は、図4-2を参照してください。


図4-2 「ダッシュボード・ページ」アイコン

[image: 「ダッシュボード・ページ」アイコン]





ダッシュボードに埋め込まれた場合に無効になるオブジェクト

特定のオブジェクトは、Oracle BI EE版のダッシュボード・ページに埋め込まれた場合に、モバイル・アプリケーションでは表示が無効になります。次のオブジェクトは、Oracle BI Mobileのダッシュボード・ページでは表示されません。

	
ポータルのヘッダー


	
レポートのリンク


	
空のホーム・ダッシュボード内の「編集」リンク


	
埋込みコンテンツ(iframe)のビュー


	
「アラート」ビュー


	
「論理SQL」ビュー


	
「セグメントの作成」ビュー


	
「ターゲット・リストを作成」ビュー


	
ブリーフィング・ブック


	
「フォルダ」ビュー











表、ピボット表およびトレリス・ビューの操作

Oracle BI Mobileには、Oracle BI EEで使用可能なものと同一のコンテキスト・メニュー・アクションが用意されています。ただし、モバイル・アプリケーションではマウスの右クリックのかわりにタップ・アンド・ホールド・ジェスチャーを使用します。たとえば、データをソートするには、列ヘッダーをタップ・アンド・ホールドするとデスクトップ・アプリケーションの右クリック・メニューのモバイル版にアクセスできるので、「ソート」を選択します。




	
注意:

iPadでは右クリックは使用しないため、このガイドでは「右クリック・メニュー」を「コンテキスト・メニュー」と呼びます。











トレリス・ビューのツールチップについて

トレリスはピボット表内にネストされたグラフの形式です。トレリス・ビューでは、通常、セル内のグラフ全体のツールチップのみがサポートされます。そのため、トレリス・グラフ内の個々のアイテムのツールチップは取得できません。

トレリス・ビューでは、そのトレリスが単純トレリスなのか詳細トレリスなのかによってツールチップの表示が異なります。単純トレリスでは、個々の棒(グループおよび系列)のツールチップを取得できます。タップ・アンド・ドラッグ・ジェスチャーを使用して、ツールチップをドラッグすることも可能です。詳細トレリスでは、グラフ全体に対して1つのツールチップのみを取得できます。








グラフの操作

Oracle BI Mobileでは、グラフに対するユーザーの操作が、デスクトップ版のOracle BI EEで使用する操作とは異なります。

デスクトップ版のOracle BI EEでは、マウスを使用してアクションを開始できます。たとえば、マウスの左クリックでドリル、アクション・リンク、マスター詳細などを行い、マウスのホバでツールチップを表示します。

Oracle BI Mobileでは、ユーザー操作がマウスベースではなくタッチベースであるため、ジェスチャーによってアクションを実行します。タップ・ジェスチャーによりツールチップを起動します(デスクトップ版でマウスをホバーするのと同等)。また、このツールチップには、デスクトップ版の左クリック・アクションを開始するボタンが含まれています。

グラフ・マーカーに表示されるツールチップとメニューには、グラフ・データにアクションを実行するためのレイヤーがあります。マーカーに対して使用できるアクションが1つしかない場合は、そのアクションのボタンがツールチップ・レイヤーにすぐに表示されます。複数のアクションを使用できる場合は、ツールチップ・レイヤーに「オプション」ボタンが表示されます。

ツールチップを閉じるには:

	
次のいずれかを実行します。

	
グラフ内の空白の領域をタップします。


	
別のグラフ・マーカーをタップします。(これにより、新しいツールチップが起動します。)










	
注意:

区分されたピボット表ビューのグラフが分析に含まれている場合、これらのグラフのOracle BI Mobileでの操作はサポートされていません。














プロンプトの操作

Oracle BI Mobileアプリケーションでは、ダッシュボード・プロンプトは、モバイル・コンテキストとフィンガー・ジェスチャーに最適化された方法で表示されます。デスクトップ版のほぼすべての機能を使用できますが、表示は異なります。

サポートされるプロンプト・タイプには、列プロンプト、変数プロンプトおよび通貨プロンプトがあります。テキスト、ラジオ・ボタン、チェック・ボックスなど、ほとんどの入力オプションがサポートされています。

イメージ・マップ・プロンプトおよび階層プロンプトはBIコンテンツ内に表示されますが、サポートされるその他のプロンプトはプロンプト・バーに表示されます。



Oracle Business Intelligence Mobileでのプロンプトの外観

図4-3に、プロンプト・バーを示します。ここでは、すべての必須フィールドに値が入力されているため、「適用」ボタンが有効になっています。まだ入力されていない必須フィールドがある場合は、「適用」ボタンが無効になっています。


図4-3 プロンプト・バー

[image: iPad上のプロンプト・バー]



図4-4に、このプロンプト・バーに表示年の選択用プロンプトが表示された場合を示します。


図4-4 ダッシュボード内のプロンプト

[image: iPad上のダッシュボード内のプロンプト]





簡易プロンプトおよび拡張プロンプトについて

Oracle BI Mobileで使用できるプロンプトには、簡易プロンプトと拡張プロンプトの2種類があります。

	
簡易プロンプト。プロンプト・リストのエントリ数が少ない場合に表示されます。簡易プロンプトは、ユーザーがリストから素早く選択できるように最適化されます。


	
拡張プロンプト。エントリ数が比較的多い場合に表示されます。大きなリストのフィルタリングをサポートする追加オプションが含まれます。




図4-5に、ユーザーから複数の値を受け入れる簡易リスト・プロンプトを示します。


図4-5 チェック・ボックス入力オプションが表示された簡易プロンプト

[image: チェック・ボックス入力オプションが表示された簡易プロンプト]



図4-6に、「検索」フィールドを含む拡張リスト・プロンプトを示します。


図4-6 「検索」フィールドが表示された拡張プロンプト

[image: 「検索」フィールドが表示された拡張プロンプト]



「選択内容の表示」ボタンは、「すべて表示」と切り替わるトグルです。「すべて表示」ではリスト全体が表示されますが、「選択内容の表示」をタップすると、選択済のリスト・アイテムのみが表示されます。「すべてクリア」ボタンを使用すると、すべての選択内容が一度にクリアされます。






テキスト・ボックスを含むリスト・プロンプトの操作

図4-7に、「次の間にある」演算子(ハイフン)と2つのテキスト・ボックスを含むリスト・プロンプトを示します。


図4-7 「次の間にある」演算子を含むリスト・プロンプト

[image: 「次の間にある」演算子を含むリスト・プロンプト]



リスト・プロンプトのテキスト・ボックスを操作するには:

	
次の点に注意してください。

	
リストからアイテムを選択すると、フォーカスのあるテキスト・ボックスに選択したアイテムが追加されます。


	
もう一方のテキスト・ボックスをタップすると、そのテキスト・ボックスにフォーカスが移動します。












スライダ・プロンプトおよび日付プロンプトの外観

図4-8に、スライダ・プロンプトを示します。


図4-8 演算子「次以下」が表示されたスライダ・プロンプト

[image: 演算子「次以下」が表示されたスライダ・プロンプト]



図4-9に、日付プロンプトを示します。


図4-9 スピン・ボックスが表示された日付プロンプト

[image: スピン・ボックスが表示された日付プロンプト]



図4-10に、2つのサムが付いたスライダ・プロンプトを示します。このプロンプトでは、「次の間にある」演算子(ハイフン)を使用して、単位の範囲を50から300までの間で指定します。


図4-10 「次の間にある」演算子を含むスライダ・プロンプト

[image: 「次の間にある」演算子を含むスライダ・プロンプト]









プロンプトの「検索オプション」の設定

リスト・プロンプトの「検索」フィールドによって表示するリスト・アイテムをフィルタリングできます。

図4-11に、「検索オプション」ダイアログを示します。このダイアログでは、検索演算子などの詳細や、検索で大文字/小文字を区別するかどうかを指定できます。


図4-11 プロンプトの「検索オプション」ダイアログ

[image: プロンプトの「検索オプション」ダイアログ]



プロンプトの検索オプションを指定するには:

	
プロンプト・ダイアログで、歯車アイコンをタップします。


	
次のように検索演算子を選択します。

	
「検索オプション」ダイアログで「演算子」行をタップします。


	
使用する演算子をタップします(「次と類似」など)。

検索演算子を選択すると、「検索オプション」ダイアログに戻ります。





	
「大文字/小文字の区別」トグルをタップして「オン」または「オフ」に切り替え、検索で大文字/小文字を区別するかどうかを指定します。


	
「戻る」をタップしてプロンプト・ダイアログに戻ったら、「完了」をタップします。











マップ・ビューの操作

この節には、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイド』のダッシュボード・ページのマップ・ビューでの作業に関する項の補足事項が記載されています。BI Mobileアプリケーションではマップの操作方法が異なるため、この節ではその違いについて説明します。Oracle BI EEのマップの表示に慣れていない方は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイド』のダッシュボード・ページのマップ・ビューでの作業に関する項をまず理解した上で、ここに記載されているジェスチャーを習得するようにしてください。

Oracle BI Mobileには、iPad用に最適化されたインタラクティブなマップ・ビュー機能が用意されています。

iPad上でマップを操作するには、次のタッチ・ジェスチャーを使用します。

	
ダブルタップ。マップを単一の視覚的要素として画面全体に表示するには、マップをダブルタップします。


	
パン。パンを行うには、1本の指でマップをドラッグしながら回転させます。


	
ズーム。ズームを行うには、標準的な2本指のジェスチャーを使用して、つまんだり広げたりします。


	
ドリル。オプション付きのポップアップをドリルまたは表示するには、シングルタップを使用します。


	
スライダ・フォーマットのしきい値の変更。スライダのしきい値のテキストを編集するには、テキストをタップしてからキーボードを使用します。


	
フォーマットの表示/非表示。フォーマットの表示/非表示を切り替えるには、フォーマットをタップして選択/選択解除します。







	
注意:

操作できるのは表示されているフォーマットのみです。どのフォーマットを使用するのかを変更することはできません。









図4-12に、マップ・ビューを示します。


図4-12 マップ・ビュー

[image: 全画面表示されたマップ・ビュー]



このマップ・ビューを全画面表示すると、図4-13のようになります。


図4-13 全画面表示されたマップ・ビュー

[image: 図4-13については周囲のテキストで説明しています。]



拡大前後のマップ・ビュー間を移動することができます。

拡大されていないマップ・ビューに戻るには:

	
画面の左上にある「前」アイコンをタップします。




マップの凡例を表示できます。

マップ凡例を表示するには:

	
凡例アイコン(図4-14を参照)をタップします。


図4-14 「凡例」アイコン

[image: 図4-14については周囲のテキストで説明しています。]





「場所」機能を使用すると、現在の場所をマップ上で確認し、その場所にピンを置くことができます。

場所を表示するには:

	
「場所」アイコン(図4-15を参照)をタップします。


図4-15 「場所」アイコン(非アクティブ状態)

[image: 図4-15については周囲のテキストで説明しています。]



	
アプリケーションで場所の使用を許可するかどうかを求められたら、「許可」をタップします。

アプリケーションが場所を検索している間、「場所」アイコンは非アクティブになります。

場所を特定できた場合は、デバイスで計算された現在の場所の位置にピンが表示されます。

場所を特定できない場合は、メッセージが表示されます。




場所のピンを削除するには:

	
ピン・アイコンをタップします。


	
「削除」をタップします。









Oracle BI Publisherコンテンツの操作

Oracle BI MobileアプリケーションでOracle BI Publisherコンテンツを表示する方法は、デスクトップ版のOracle BI EEでそれを表示する方法とほぼ同じです。Oracle BIプレゼンテーション・カタログから直接開けます。Oracle BI MobileアプリケーションでのBI Publisherコンテンツの表示はインタラクティブです。BI Publisherレポートにパラメータも適用できます。

「ログイン」画面において、アクティブ・レポートに関する読取り専用のカタログ情報を表示できます。






スコアカードのコンテンツの操作

Oracle BI Mobileアプリケーションでダッシュボードにスコアカードのコンテンツを表示する方法は、デスクトップ・アプリケーションで表示する方法とほぼ同じです。ダッシュボードにスコアカードのオブジェクトが埋め込まれている場合、スコアカードのコンテンツのすべてのビューを完全にインタラクティブ方法でiPad上に表示できます。KPIウォッチリスト、スマート・ウォッチリスト、カスタム・ビュー、戦略マップ、戦略ツリー、戦略ホイール、原因と結果マップを表示できます。




	
注意:

iPad上でのインタラクティブな使用方法では、モバイル・ユーザーがカタログからファイルを直接開くようにするよりも、スコアカード・ビューをダッシュボードに埋め込むことを強くお薦めします。









スコアカードのコンテンツ(スマート・ウォッチリストを除く)をOracle BIプレゼンテーション・カタログから直接開くこともできます。これにより、そのコンテンツが簡略化された表形式で表示されます。(図4-18を参照。)

Oracle BI Mobileでは、コンテキスト・メニューのオプションのサブセットを使用できます。ウォッチリスト内のコンテキスト・メニューまたはダイアグラム・ノードのコンテキスト・メニューにアクセスするには、タップ・アンド・ホールド・ジェスチャーを使用します。

スコアカードのすべてのグラフィック図(戦略ホイールを除く)をズーム・インまたはズーム・アウトするには、ピンチ・ジェスチャーを使用します。戦略ホイールでは、ピンチ・ジェスチャーを使用すると、表示される同心円状の輪の数を増減できます。

図4-16および図4-17に2つのバージョンの戦略ツリーを示します。1つ目はデスクトップ版のOracle BI EE、2つ目は同じ戦略ツリーをOracle BI Mobileで表示した場合の戦略ツリーです。


図4-16 デスクトップ版のOracle BI EEで表示した戦略ツリー

[image: デスクトップ版のOracle BI EEの戦略ツリー]




図4-17 Oracle BI Mobileで表示した戦略ツリー

[image: Oracle BI Mobileで表示した戦略ツリー]



図4-18に、戦略ツリーのDHTMLビューを示します。ここでは、Oracle BI Mobileで戦略ツリーをカタログから開いた場合にどのように表示されるのかを示しています。


図4-18 簡略化された表形式によるスコアカードのコンテンツ

[image: 簡略化された表形式によるスコアカードのコンテンツ]







アラートおよびエージェントの操作

Apple社のiOSで提供されるユーザー・インタフェースの要素では、「アラート」は、アクションを実行する前に重要な情報を示すために表示されるポップアップを意味します。このポップアップには短いタイトルと、ポップアップを閉じるための「OK」ボタンがあります。このガイドでは、アラートのみをOracle Business Intelligenceの要素と見なします。この要素とは、指定された受信者やエージェントへの登録者に対して、パーソナライズされ、アクショナブルなコンテンツを配信するエージェントによって生成される通知を意味します。

デスクトップ版のOracle BI EEで表示されるのと同じ、エージェントによって生成されるアクティブなアラートのリストを、モバイル機器上でも表示することができます。リスト内の各アラートでは、関連するオブジェクト名とそれを最後に実行した時間が表示されます。

Oracle Business Intelligence Mobileアプリケーションは、アプリケーションの起動時にアラートを確認します。アプリケーションの操作中は定期的に再確認し、アラートを開いた場合にも確認します。

「アラート」バー(図4-19を参照)には、現在のアラートが表示されます。最新のものが左側に表示されます。「アラート」バーには、現在のアラート数を示すベル・アイコンも表示されます。複数のアラートをスクロールできます。アラートはクリアできます。また、「アラート」バーは非表示にできます。

同様に、アクティブ・アラートに関連するアラート出力(分析情報ページおよびダッシュボード・ページ)を、モバイル機器の「アラート」バーから開くことができます。デスクトップ版のアラート出力と同様に、これらは非インタラクティブなレポートです。


図4-19 「アラート」バー

[image: 「アラート」バー]



「アラート」バーを非表示にするには:

	
次のいずれかを実行します。

	
ベル・アイコンをタップします。


	
「アラート」バーで、上方向にスワイプします。







「アラート」バーが非表示の場合は、タイトル・バーの「ホーム」アイコンの左側に「アラート」アイコンが表示されます。

アラートに関連するBIコンテンツを開くことができます。

アラートに関連するBIコンテンツを開くには:

	
「アラート」バーでアラートをタップします。

アラートに関連するBIコンテンツが表示されます。




個別のアラートをクリアすることも、複数のアラートを一度にクリアすることも可能です。

モバイル環境でアラートをクリアすると、それと同期してデスクトップ版のOracle BI EEからも削除されます。同様に、デスクトップ環境でアラートをクリアすると、それと同期してモバイル環境でも削除されます。

アラートをクリアするには、次のいずれかを実行します。

	
「アラート」バーで、クリアするアラートを2本の指で上方向にスワイプします。


	
アラートのサムネイルの左上隅に「閉じる」コントロール(X)が表示されるまで「アラート」バーで、タップ・アンド・ホールドし、「閉じる」コントロールをタップします。終了したら、「アラート」バーの外側をタップし、クリア・モードを終了します。

すべてのアラートがクリアされると、「アラート」バーが消えます。

デスクトップ版のOracle BI EEと同様に、Oracle BI Mobileアプリケーションでもスケジュールを使用してエージェントを実行できます。

「アラート」バーからエージェントを実行するには:

	
「アラート」バーで、実行するエージェントに関連するアラートをタップします。


	
アラートのビューで、「エージェントの実行」をタップします。


	
「完了」をタップします。

エージェントが実行されて完了すると、成功または失敗のメッセージが表示されます。実行が成功した場合は「アラート」画面が適切に更新されます。












ブリーフィング・ブックの使用

ブリーフィング・ブックをインタラクティブに表示することができます。

それらのブリーフィング・ブックはデバイスにローカル保存できます。ブリーフィング・ブックの電子メールによる送信や印刷も可能です。









A Oracle BI Mobileのユーザー・インタフェース・リファレンス


この付録には、Oracle BI Mobileアプリケーションで使用されるユーザー・インタフェースの各アイテム(アイコン、ボタンなど)に関する参照情報とグラフィックが記載されています。

表A-1では、Oracle BI Mobileアプリケーション内のアイコンやボタンのうち、このガイドで参照されていて、アプリケーション・ユーザー・インタフェースのラベル表記がないものを示します。


表A-1 Oracle BI Mobileで使用されているユーザー・インタフェース・グラフィック

	アイコン	名前
	[image: 「アラート」アイコン]
	
「アラート」アイコン


	
[image: 「すべて」/「強調表示」トグル]


	
「すべて」/「強調表示」トグル


	[image: 「オプション」アイコン]
	
「オプション」アイコン


	[image: 「検索設定」の歯車]
	
「検索設定」アイコン


	[image: 「ホーム」アイコン]
	
「ホーム」アイコン


	[image: 「追加」ボタン]
	
「追加」アイコン


	[image: 「次へ」ボタン]
	
「次へ」アイコン


	[image: ipad_list_icon.gifについては前後の文で説明しています。]
	
リスト・スタイル表示アイコン


	[image: 「カルーセル」ビュー・アイコン]
	
カルーセル・スタイル表示アイコン


	[image: 「前」アイコン]
	
「前」アイコン


	[image: 「ダッシュボード・ページ」アイコン]
	
「ダッシュボード・ページ」アイコン


	[image: legend_icon.gifについては前後の文で説明しています。]
	
「凡例」アイコン













B Oracle BI Mobileで使用されるタッチ・ジェスチャー


この付録では、Oracle BI Mobileの各種機能にアクセスする際にiPad上で使用可能なジェスチャーについて説明します。

表B-1に記載されているタッチ・ジェスチャーを使用してOracle Business Intelligence Mobileを操作します。


表B-1 Oracle BI Mobileの操作に使用するジェスチャー

	ジェスチャー	実行方法	主な機能
	
タップ

	
1本の指で画面をタップします。

	
通常、このジェスチャーはデスクトップ版のアプリケーションの左クリックに相当します。

グラフ内の棒(または他のマーカー)をタップすると、対応する左クリック・アクションのボタンを含むツールチップ(デスクトップ版のホバーに相当)が表示されます。

コントロールやアイテムを選択または押すには、そのコントロールまたはアイテムをタップします。


	
タップ・アンド・ホールド

	
任意の領域をタップし、指をその場所に置いたままにします。

	
表、ピボット表またはトレリスでタップ・アンド・ホールドすると、使用可能なオプションまたはツールチップのリストにアクセスできます。

スコアカードで、スコアカード図のノードまたはウォッチリスト表のセルをタップ・アンド・ホールドすると、コンテキスト・メニューにアクセスできます。


	
ダブルタップ

	
素早く2回タップします。

	
マップでダブルタップすると、マップが全画面表示になります。

スコアカードで、スコアカードの戦略ホイール内のノードをダブルタップすると、図がそのノード上で再フォーカスされます。


	
ドラッグ(1本指)

	
1本の指でドラッグします。

	
ビュー全体をパンするには、1本の指でドラッグします。

マップ内でパンするには、1本の指でドラッグします。

グラフ内でツールチップを再配置するには、ツールチップをドラッグします。(次のグラフ・タイプではツールチップのドラッグはできません: 折れ線棒グラフ、円グラフ、パレート・グラフ、散布図、バブル・グラフ、ゲージ、ファンネル・グラフ。)

リストまたはメニューをスクロールするには、上方向または下方向にドラッグします。


	
ドラッグ(2本指)

	
2本の指でドラッグします。

	
スコアカードでウォッチリストをスクロールするには、2本の指でドラッグします。

ドロップダウン・リストをスクロールする際に1本指のドラッグが機能しない場合は、2本の指でドラッグします。


	
フリック

	
画面内で指を素早くフリックします。

	
素早くフリックすると、スクロールまたはパンできます。


	
ピンチ

	
2本の指でつまむまたは2本の指を広げます。

	
マップ内でピンチすると、ズーム・インまたはズーム・アウトします。

ほとんどのスコアカード図では、ピンチすることでズーム・インまたはズーム・アウトできます。

スコアカードの戦略ホイールでは、表示される同心円状の輪の数をピンチによって増減できます。


	
スワイプ

	
右方向にスワイプします。

	
リストでアイテムをスワイプすると、そのアイテムが削除されます。


	
4本指でのスワイプ

	
4本の指で上方向にスワイプすると、マルチタスク・バーが表示されます。4本の指で下方向にスワイプすると、マルチタスク・バーが非表示になります。

	
これはマルチタスク用のジェスチャーです。このジェスチャーで表示されるマルチタスク・バーを使用すると、iPadアプリケーション間での移動が可能になります。













C Oracle BI Mobileのアクセシビリティ機能


この付録では、Apple社のiOSに搭載されているアクセシビリティ機能を使用してBIコンテンツを表示および操作する方法について説明します。

この付録の構成は次のとおりです。

	
Oracle BI Mobileでのアクセシビリティ・モードの使用


	
Apple社のiOSに搭載のVoiceOverスクリーン・リーダーを使用したOracle BI Mobileへのアクセス






Oracle BI Mobileでのアクセシビリティ・モードの使用

Oracle BI EE(デスクトップ版)のユーザーに対してアクセシビリティ機能を有効にすると、基礎となるApple社のiOSに搭載されている次の機能を使用してBIコンテンツにアクセスできます。

	
VoiceOver


	
黒地に白


	
ズーム機能




ユーザーのアクセシビリティ・モードを有効にするには、そのユーザーの保存済のプリファレンス(「マイ・アカウント」にナビゲートして、「プリファレンス」タブを選択)で設定します。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』のアクセシビリティ機能に関する項を参照してください。

iPadの設定でVoiceOverを「オン」に設定すると、Oracle BI Mobileアプリケーションではグラフ内のデータの表示方法が変わります。グラフのデータは、グラフ変換されたピボット表として表示されます。詳細は、「Apple社のiOSのVoiceOverスクリーン・リーダーを使用したOracle BI Mobileへのアクセス」を参照してください。

iPadの設定でVoiceOverを「オン」に設定すると、(「最近」ビューおよび「お気に入り」ビューで)カルーセル・スタイル表示へのアクセスが無効になります。VoiceOverを「オフ」に設定すると、カルーセル・スタイル表示が再度有効になります。






Apple社のiOSに搭載のVoiceOverスクリーン・リーダーを使用したOracle BI Mobileへのアクセス

Apple社のiOSに搭載されているVoiceOverユーティリティを使用すると、ユーザーに対してBIコンテンツを読み上げたり、ユーザーが操作するジェスチャーの状態を説明として聞こえるように読み上げたりすることができます。

iPadでアクセシビリティを設定するには:

	
Oracle BI Mobileアプリケーションにログインしている場合は、ログアウトします。


	
iPadのホーム画面で、「設定」をタップします。


	
「一般」セクションで、下方向にスクロールし、「アクセシビリティ」をタップします。


	
「視覚」セクションで、「VoiceOver」をタップします。


	
「オン/オフ」トグルをタップして、「オン」に切り替えます。




VoiceOverを使用したアクセシビリティをデバイスで使用できるようになりました。Oracle BI Mobileに再ログインできます。




	
注意:

Apple社のiOSに搭載されているVoiceOverを使用する場合に、開いているアプリケーションでVoiceOver機能を有効にするには、それらのアプリケーションをすべて再起動する必要があります。
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